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議事結果
質疑あれこれ

　

第4回定例会

七夕飾りの竹笹に短冊や折り紙の飾り付けをする「はなさと保育園」の園児

2

3

4

8～14

21年度水道事業会計
　　　決算審査特別委員長報告

町政を問う!　一般質問
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議決結果賛否一覧　○は賛成  ●は反対  △は退席  ̶は除斥で表示（議長は、可否同数のとき議案の可否を決定します）

議　案　名 議決結果

戎
井

　政
弘

圡
井

　重
尋

岡

　
　嘉
道

森
田

　
　勝

植
田
い
ず
み

山
口

　昌
亮

奥
田

　幸
男

山
田

　仁
樹

髙
幣

　幸
生

窪

　
　和
子

池
田

　研
二

繁
田

　智
子

下
中

　一
郎

馬
本

　隆
夫

専決処分の承認を求めることについて（平成21年度平群
町一般会計補正予算（第9号）について） 原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

専決処分の承認を求めることについて（平成22年度平群
町一般会計補正予算（第１号）について） 原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて（平成22年度平群
町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第1号）
について）

原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて（平成22年度平群
町老人保健特別会計補正予算（第1号）について） 原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平群町体育施設条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成22年度平群町一般会計補正予算（第2号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
平成22年度平群町水道事業会計補正予算（第1号）につ
いて 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成22年度平群町下水道事業特別会計補正予算（第1
号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成22年度平群町後期高齢者医療特別会計補正予算（第
1号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平群町道路線の廃止について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平群町道路線の変更について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平群町道路線の認定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平群町都市水環境整備下水道東吉新76号線工事の変更請
負契約の締結について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公平委員会委員の選任に同意を求めることについて 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成21年度平群町水道事業会計決算の認定について 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
請願第1号　子宮頸がん予防ワクチン接種の負担軽減と
集団接種を求める請願書 採　　択 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ●

請願第2号　子宮頸がん予防ワクチンの集団接種と公費
助成を求める請願書 不 採 択 ● ● ● ○ ○ ○ △ ○ ● ● ● ● ○

子宮頸がん予防ワクチン接種の公費助成を求める意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
奈良県に子宮頸がん予防ワクチン接種費用の助成を求め
る意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平群町議会議員植田いずみ氏に対する問責決議 原案可決 ○ ○ ○ ● － ● ● ● ○ ○ ○ ○ ●

第4回定例会（6月8日～17日）こんなことが決まりました
　

初
日
は
、
町
長
提
出
の
15

議
案
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の

結
果
水
道
決
算
の
認
定
案

件
、
請
願
２
件
を
除
く
全
て

の
議
案
は
、
即
日
原
案
承
認
・

可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
道
決
算
の
認
定
案
件

は
、
7
名
の
委
員
で
構
成
す

る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
て
付
託
さ
れ
、
請
願

2
件
は
厚
生
委
員
会
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
14
日
に
行
わ

れ
、
13
名
の
議
員
が
質
問
し

ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
決
算
審
査

特
別
委
員
会
の
審
議
結
果
の

委
員
長
報
告
を
受
け
、
報
告

の
と
お
り
全
会
一
致
で
原
案

は
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
第
1
号
は
厚

生
委
員
長
報
告
の
と
お
り
賛

成
多
数
で
採
択
さ
れ
、
請
願

第
2
号
は
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

　

続
い
て
議
員
提
出
議
案
3

件
が
提
出
さ
れ
、
意
見
書
2

件
は
原
案
可
決
し
関
係
行
政

庁
に
送
付
す
る
こ
と
に
決
し

ま
し
た
。

 

繁
田
議
員
他
4
名
か
ら
植

田
議
員
に
対
す
る
問
責
決
議

が
出
さ
れ
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
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②
平
成
22
年
度　
　
　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
で

1
億
3
3
4
4
万
1
千
円
の
赤
字

と
な
る
た
め
、
そ
の
補
填
を
行
う

も
の
で
す
。

　

今
回
、
21
年
度
一
般

会
計
が
1
億
3
3
4
4

万
1
千
円
の
赤
字
と
な
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
21
年
の
単

年
度
で
見
れ
ば
2
億
1
7
0
0
万

円
の
黒
字
と
な
り
、
昨
年
に
続
い

て
2
年
連
続
の
黒
字
で
す
。
こ
れ

は
職
員
、
議
員
、
住
民
の
皆
さ
ん

が
一
体
と
な
っ
て
財
政
健
全
化
に

努
力
し
て
来
た
結
果
で
あ
り
、
今

後
と
も
黒
字
化
の
努
力
が
必
要
で

す
。

　

そ
こ
で
財
政
健
全
化
4
指
標
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
ま
た
こ
の

財
政
状
況
を
全
国
的
に
見
れ
ば
ど

う
か
？

　

実
質
赤
字
比
率
は

3
・
85
％
で
20
年
度
よ

り
4
・
65
好
転
し
て
い
る
。
他
の

指
標
は
ま
だ
出
て
い
な
い
。

　

赤
字
比
率
は
好
転
し
て
い
る
が

平
群
町
は
赤
字
団
体
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
な
く
、
奈
良
県
で
見
て

も
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　

大
幅
に
改
善
し
た
理

由
は
何
な
の
か
、
不
要

額
も
相
当
出
て
い
る
と
思
う
が
、

当
初
予
算
と
の
比
較
で
示
さ
れ
た

い
。

　

詳
し
く
は
9
月
決
算

議
会
で
報
告
し
た
い
が

国
か
ら
の
経
済
対
策
と
し
て
、
き

め
細
か
な
臨
時
交
付
金
、
経
済
危

機
対
策
の
臨
時
交
付
金
、
特
別

交
付
税
等
が
当
初
よ
り
歳
入
増
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
歳
出
で
は
3
億
5 

8
0

 

0
万
円
が
全
体
の
不
要
額
で
あ
る
。

②
平
成
22
年
度　
　
　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

24
年
度
の
固
定
資
産

税
評
価
替
え
に
よ
る
鑑

定
評
価
委
託
料
が
4
億
6
2
0
0

万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ

22
年
度
の
計
上
か
、
ま
た
一
箇
所

あ
た
り
の
単
価
と
そ
の
単
価
が
決

ま
る
基
準
は
何
か
？

　

23
年
1
月
1
日
で

の
作
業
開
始
に
は
22
年

度
、
23
年
度
で
の
予
算
計
上
が
必

要
。

　

1
0
0
地
点
を
予
定
し
て
お

り
、
一
箇
所
あ
た
り
の
単
価
は

4
万
4
千
円
で
あ
る
。
こ
の
単
価

は
前
回
と
同
様
の
価
格
で
あ
り
、

入
札
に
つ
い
て
は
適
正
に
行
っ
て

来
た
と
考
え
て
い
る
。

　

後
期
高
齢
者
の
人
間

ド
ッ
ク
助
成
金
が
30
万

円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
人
間
ド
ッ

ク
受
診
者
数
は
こ
れ
で
妥
当
な
の

か
。

　

75
歳
以
上
の
方
の
実

績
に
基
づ
い
て
計
上
し

た
が
、
あ
く
ま
で
も
見
込
み
で
あ

り
実
績
と
か
け
離
れ
た
場
合
は
、

そ
の
時
点
で
検
討
し
た
い
。

　

歳
入
で
長
寿
社
会
づ

く
り
ソ
フ
ト
事
業
費
交

付
金
が
5
0
0
万
円
、
公
共
ス

ポ
ー
ツ
施
設
等
活
性
化
事
業
助
成

金
が
1
0
0
万
円
出
て
い
る
が
、

新
規
事
業
な
の
か
今
ま
で
の
委
託

料
の
上
積
み
な
の
か
、
そ
の
中
身

を
知
り
た
い
。

　

前
者
に
つ
い
て
は
児

童
福
祉
総
務
費
の
委

託
料
に
5
0
0
万
円
を
当
て
て
い

る
。

　

後
者
に
つ
い
て
は
保
健
体
育
総

務
費
の
委
託
料
に
1
0
0
万
円
を

組
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
は
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

の
事
業
と
し
て
採
択
を
う
け
た
新

規
事
業
で
あ
る
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
キ
ッ
ズ
体
操

等
の
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
体
操

事
業
の
企
画
で
あ
る
。

質疑あれこれ質疑あれこれ
６月議会に上程されました承認案件や補正予算の

中から主な質疑について報告します。

22年度
一般会計補正予算

一
般
会
計
の
単
年
度
収
支
は

　

２
年
連
続
の
黒
字
と
な
る

補
正
予
算
の

使
い
み
ち
は

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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去
る
6
月
8
日
、
第
4
回
定
例

会
本
会
議
に
お
い
て
、
当
委
員
会

に
付
託
を
受
け
た
平
成
21
年
度
平

群
町
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
、
次
の
通
り
報
告
し
ま

す
。水

道
事
業
内
容

　

給
水
件
数
は
7
6
3
0
件
で
、

20
年
度
よ
り
46
件
（
0
・
6
％
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
間
総
配
水
量
は
2
3
0
万

3
2
9
1
㎥
で
、
20
年
度
よ
り
1

万
3
3
6
8
㎥
（
0
・
6
％
）
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

有
収
水
量
は
2
1
2
万
1 

0 

3 

0
㎥
と
20
年
度
よ
り
1
万
1 
0
 

0 

3
㎥
（
0
・
5
％
）
の
増
で
、

有
収
率
は
92
・
1
％
で
20
年
度
と

同
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
営
水
道
の
受
水
量
は
、

1
9
2
万
6
0
6
3
㎥
で
20
年
度

実
績
よ
り
3
万
3
0
1
9
㎥
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

決
算
の
状
況

　

収
益
的
収
支
に
つ
い
て
は
、
営

業
収
益
4
億
4
4
1
3
万
1

 
0

 
0

 

9
円
、
営
業
外
収
益
3
7
3
8
万

5
9
6
6
円
で
あ
り
、
収
益
全
体

で
は
4
億
8
1
5
1
万
6
9
7
5

円
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
費
用
で
は
、
営
業
費
用
が

4
億
5
3
4
3
万
1
0
6
5
円
、

営
業
外
費
用
が
7
4
8
万
2

 
4

 
2
 

3
円
で
、
費
用
全
体
で
は
4
億
6

3
1
5
万
7
4
6
5
円
と
な
り
、

収
支
差
し
引
き
1
8
3
5
万
９
５

１
０
円
の
純
利
益
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
の
繰
越
欠
損
金
が
１

億
７
５
７
５
万
９
４
５
０
円
計
上

さ
れ
て
お
り
、
結
果
１
億
５
７
３

９
万
９
９
４
０
円
の
未
処
理
欠
損

金
と
な
り
翌
年
度
に
繰
越
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

審
議
の
主
な
内
容

　

21
年
度
の
不
納
欠
損

で
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス

が
あ
る
が
、
債
権
を
確
保
す
る
こ

と
が
一
番
大
事
で
あ
り
、
不
納
欠

損
処
理
を
行
う
と
き
は
厳
格
に
行

い
、
プ
ロ
セ
ス
も
明
確
に
し
て
処

理
を
す
べ
き
で
あ
り
、
今
回
不
納

欠
損
の
理
由
に
自
己
破
産
が
上

が
っ
て
い
る
が
、
直
接
の
理
由
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

自
己
破
産
以
後
、
生

活
が
困
窮
し
て
全
く
納

付
が
な
い
場
合
、
裁
判
所
か
ら
免

責
の
許
可
が
出
た
場
合
、
居
所
不

明
等
の
場
合
で
あ
る
。

　

総
配
水
量
が
増
え
た

こ
と
を
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
る
か
。

　

節
水
型
家
電
の
普

及
、
下
水
道
整
備
に
よ

る
節
水
傾
向
も
見
ら
れ
る
な
か
、

バ
イ
パ
ス
沿
い
の
商
店
の
進
出
や

夏
場
の
暑
さ
等
に
よ
っ
て
総
配
水

量
の
増
に
な
っ
た
。

　

他
会
計
補
助
金
で
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
が
20
年
度
よ
り
下
が
っ
た
理
由

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

県
水
受
水
量
は
、
今

ま
で
1
9
0
万
ト
ン
の

申
し
込
み
を
行
っ
て
い
た
が
、
自

己
水
1
0
0
％
給
水
し
た
場
合
、

県
水
約
７
万
ト
ン
の
減
が
可
能
と

い
う
こ
と
で
、
約
７
万
ト
ン
、
金

額
で
約
１
千
万
円
弱
の
金
額
を

削
減
し
、
当
初
予
算
に
計
上
し

た
が
、
カ
ビ
臭
が
発
生
し
、
本
来

な
ら
県
水
追
加
購
入
に
係
る
分

１
３
０
０
万
円
を
一
般
会
計
か

ら
繰
入
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
決
算
ベ
ー
ス
で
約
２
千
万
円

の
黒
字
が
予
測
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
は
当

初
予
算
通
り
の
１
千
万
円
に
な
っ

た
。

　

今
後
の
自
己
水
と
県

水
の
割
合
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。　

25
年
度
か
ら
大
滝
ダ

ム
が
供
用
開
始
予
定
と

な
っ
て
い
て
施
設
の
老
朽
化
に
よ

る
大
規
模
改
修
に
な
れ
ば
県
水
に

切
り
替
え
て
行
か
ざ
る
を
え
な
い

が
、
単
価
的
に
安
価
な
自
己
水
を

延
命
さ
せ
て
安
定
的
な
供
給
を
図

り
た
い
。

　

監
査
委
員
か
ら
の
意
見
書
も
踏

ま
え
審
議
の
結
果
、
全
員
異
議

な
く
認
定
す
る
こ
と
と
決
し
ま
し

た
。

（
委
員
長　

圡
井　

重
尋
）

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

平成21年度水道事業会計

決算審査特別委員会委員長報告

大滝ダム（川上村）
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６
月
定
例
議
会
開
会
に
当
た

り
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
対
し
て
町
に
助
成
を
求
め

る
請
願
が
、
相
前
後
し
て
２
件
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
は
所
管
の

厚
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た

が
、
同
委
員
会
で
の
審
議
中
、
植

田
議
員
に
お
い
て
は
下
記
の
と
お

り
議
員
と
し
て
の
行
動
規
範
を
逸

脱
す
る
行
為
が
あ
り
ま
し
た
。

　

６
月
８
日
、
本
定
例
会
初
日
に

本
会
議
に
お
い
て
、
請
願
第
１
号

「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
負
担
軽
減
と
集
団
接
種
を
求

め
る
請
願
書
」(

紹
介
議
員
：
戎

井
議
員
、
圡
井
議
員
、
岡
議
員
、

奥
田
議
員
、
髙
幣
議
員
、
窪
議
員
、

池
田
議
員
、
繁
田
議
員)

な
ら
び

に
請
願
第
２
号
「
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
と
公
費

助
成
を
求
め
る
請
願
書
」(

紹
介

議
員
：
植
田
議
員
、
山
口
議
員)

を
厚
生
委
員
会
付
託
と
す
る
こ
と

が
全
会
一
致
で
決
ま
り
ま
し
た
。

　

６
月
10
日（
木
）10
時
か
ら
厚
生

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員
長
は

付
託
案
件
は
２
件
あ
り
、
ま
ず
請

願
第
１
号
か
ら
審
議
に
入
る
こ
と

を
宣
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
第
１
号
に
つ
い
て
は
反
対

討
論
が
な
く
、
全
会
一
致
で
採
択

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

植
田
委
員
は
請
願
第
２
号
の
紹

介
議
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
異
な

る
請
願
に
賛
成
し
た
時
点
で
、
請

願
第
２
号
の
紹
介
議
員
を
取
り
消

し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
関

係
者
か
ら
指
摘
さ
れ
、
本
人
も
そ

の
意
思
表
示
を
さ
れ
ま
し
た
。
紹

介
議
員
の
取
り
消
し
に
は
本
会
議

の
同
意
を
必
要
と
す
る
た
め
、
委

員
会
は
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

同
日
、
植
田
議
員
は
「
会
議
規

則
の
認
識
不
足
の
た
め
議
会
運
営

に
支
障
を
き
た
す
」
と
の
理
由
で
、

請
願
第
２
号
の
紹
介
議
員
を
取
り

消
す
申
出
書
を
議
長
に
提
出
さ

れ
、
受
理
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

翌
６
月
11
日
、
今
度
は
「
署
名
さ

れ
た
方
の
思
い
を
届
け
る
た
め
」

と
の
理
由
で
。
上
記
「
取
り
消
し

申
出
書
を
取
り
消
す
」
申
出
書
を

提
出
さ
れ
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

　

議
決
機
関
と
し
て
の
議
会
の

ル
ー
ル
を
無
視
し
、
い
た
ず
ら
に

委
員
会
審
議
を
混
乱
さ
せ
な
が
ら

反
省
の
姿
勢
も
示
さ
な
い
植
田
議

員
の
行
い
は
、
懲
罰
に
も
値
す
る

重
大
な
行
為
で
あ
り
、
本
議
会
と

し
て
は
、
植
田
い
ず
み
議
員
に
対

し
て
猛
省
を
促
す
意
味
で
、
問
責

決
議
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

反
対
討
論

　

請
願
第
１
号
と
第
２
号
が
相
反

す
る
か
ど
う
か
幾
ら
議
論
し
て
も

平
行
線
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
住

民
の
皆
さ
ん
の
気
持
ち
を
審
議
の

中
で
生
か
し
、
町
と
し
て
助
成
し

て
欲
し
い
と
い
う
思
い
を
町
当
局

に
ぶ
つ
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
今
回
の
植
田
議
員
の

態
度
は
問
責
決
議
に
あ
た
る
と
は

言
え
な
い
。

賛
成
討
論

　

紹
介
議
員
た
る
も
の
は
十
分
に

請
願
者
の
意
思
を
受
け
止
め
、
請

願
実
現
に
向
け
て
議
員
活
動
を
行

う
べ
き
だ
。
と
こ
ろ
が
第
１
号
請

願
に
賛
成
を
し
、
自
ら
紹
介
議
員

の
取
消
を
出
し
た
り
、
そ
れ
を
ま

た
取
り
消
さ
れ
た
り
、
紹
介
議
員

と
し
て
の
責
務
を
果
た
さ
れ
て
い

な
い
の
で
猛
省
を
促
す
と
い
う
意

味
で
賛
成
を
し
ま
す
。

原
案
可
決

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
　

浦
野
育
三
氏
を
公
平
委
員
会
委

員
に
選
任
す
る
こ
と
を
全
会
一
致

で
同
意
し
ま
し
た
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
公
費
助
成
を
求
め
る

意
見
書

提
出
者　

植
田
い
ず
み

賛
成
者　

山
口　

昌
亮

原
案
可
決

奈
良
県
に
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成

を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　

繁
田　

智
子

賛
成
者　

戎
井　

政
弘

〃　
　

圡
井　

重
尋

〃　
　

岡　
　

嘉
道

〃　
　

奥
田　

幸
男

〃　
　

髙
幣　

幸
生

〃　
　

窪　
　

和
子

〃　
　

池
田　

研
二

原
案
可
決

平
群
町
議
会
議
員
植
田
い
ず

み
氏
に
対
す
る
問
責
決
議

提
出
者　

繁
田　

智
子

賛
成
者　

戎
井　

政
弘

〃　
　

圡
井　

重
尋

〃　
　

奥
田　

幸
男

〃　
　

窪　
　

和
子

〃　
　

池
田　

研
二

同

　意

議
員
提
出
議
案

可決された意見書は
内閣総理大臣
厚生労働大臣に送付

氏名　浦野育三（74）
住所　平群町初香台
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請　願
請願第１号　子宮頸がん予防ワクチン接種の負担
　　　　　　軽減と集団接種を求める請願書
請願の要旨
　女性のがんである子宮頸がんは、日本では毎年
15000人以上が発症し、約3500人が亡くなってい
ます。発症年齢も年々低年齢化しており20代、30
代の若い女性に急増しています。主な原因はヒトパ
ピローマウィルス（ＨＰＶ）による感染と特定され
ており、検診と予防ワクチン接種で「ほぼ100％予
防できる唯一のがん」として、世界100カ国以上の
国でワクチンが認証され、20～30ヵ国で公的補助
による接種が実施されています。日本においても、
昨年10月にワクチンを承認し12月から発売されま
した。
　日本産婦人科学会や日本小児科学会では接種を
11歳～14歳の女子に推奨しており、接種すれば約
７割減少すると言われています。しかし、保険適用
外であるため接種費用が１回１万５千円程度かか
り、半年間に３回の接種が必要なことから高額な負
担となり、全国の先進都市ではすでに全額助成や２
分の１助成などの負担軽減の実施が活発化していま
す。
　さて、平群町においては大変厳しい財政状況下で
ありますが、平群町民の女性の生命と健康を守るこ
とが大変重要であり、ワクチン接種の普及や効果を
正しく伝えることが急務であると考えます。
　このことに鑑み子宮頸がんの予防対策を図るため
に、平群町におかれましては下記の事項について、
１日も早く実現されますことを請願いたします。
請 願 項 目
１）子宮頸がん予防ワクチン接種費用の負担軽減を
するため、２分の１の公費助成をおこない、集
団接種の実施にも積極的に取り組むこと。

２） 町立学校で子宮頸がん予防の正しい知識を学べ
るよう予防教育と啓発に取り組むこと。

請　願　者　山西 裕子
紹 介 議 員　戎井 政弘・圡井 重尋・岡　嘉道
　　　　　　奥田 幸男・髙幣 幸生・窪　和子
　　　　　　池田 研二・繁田 智子
付託委員会　厚生委員会

請願第２号　子宮頸がん予防ワクチンの集団
　　　　　　接種と公費助成を求める請願書
請願の要旨
　子宮頸がんを予防するワクチンが日本でも認可さ
れ、接種が始まりました。
　子宮頸がんは日本の20歳代の女性では発症率が
一番高いがんで年間15000人以上が発症し約3500
人が命を落としています。子宮頸がんの原因はＨＰ
Ｖ（ヒトパピローマウイルス）の感染によるもので、
ワクチンで予防できる唯一のがんです。
　ＨＰＶは性交渉で感染するために性行動を始める
前の10代の女性の接種が望ましく、それにより20
年以上の抗体ができると言われています。しかし、
３回の接種で４万円～６万円の費用がかかるため
に、すべての対象者が積極的に接種を受けるに至っ
ておりません。
　すでに世界では100カ国以上でこのワクチンが使
われ、先進国約30カ国で公費助成が行われていま
す。日本産婦人科学会や日本小児科学会も11～14
歳の女子に公費負担で接種するよう求めています。
すでに公費助成を始めた自治体もあり、最近では学
校で集団接種を行った自治体のことがテレビで放映
され話題になっております。
　平群町においても、公費負担による集団接種を行
い、自分の体と性について正しい知識を得る教育の
一環としてとりくむことが必要だと思われます。
　すべての児童・生徒が公平にその機会を得るため
にも、全額公費にて実施していただくとともに、集
団接種の機会を設け接種率向上が図られることを希
望するものです。
請 願 項 目
１）子宮頸がん予防ワクチンの集団接種を行いその

費用を助成すること
請　願　者　新日本婦人の会平群支部
　　　　　　　　  代表　奥村 妙子
紹 介 議 員　山口 昌亮・植田 いずみ
付託委員会　厚生委員会
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去
る
６
月
８
日
平
群
町
議
会
第

４
回
定
例
会
本
会
議
に
お
い
て
、

当
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た

請
願
2
件
の
審
査
結
果
を
報
告
い

た
し
ま
す
。

請
願
第
１
号

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
負
担
軽
減
と
集
団
接
種
を
求

め
る
請
願
書

請
願
第
２
号

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

集
団
接
種
と
公
費
助
成
を
求
め
る

請
願
書

　

請
願
第
１
号
の
要
旨
は
、
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

の
負
担
軽
減
を
す
る
た
め
、
½
の

公
費
助
成
を
お
こ
な
い
、
集
団
接

種
の
実
施
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
と
、
町
立
学
校
で
子
宮
頸

が
ん
予
防
の
正
し
い
知
識
を
学
べ

る
よ
う
予
防
教
育
と
啓
発
に
取
り

組
む
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

質
疑
で
は
、
請
願
の
趣
旨
は
½

の
公
費
助
成
と
い
う
こ
と
だ
が
、

町
負
担
が
½��  
、
残
り
の
½
は
ど
う

お
考
え
な
の
か
紹
介
議
員
に
質
問

が
あ
り
、
半
分
を
町
で
負
担
、
国
、

県
が
後
の
半
分
の
助
成
を
速
や
か

に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
方
向
を

目
指
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

は
、
法
定
接
種
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
お
ら
ず
、
任
意
接
種
で
は

あ
る
が
、
厚
生
労
働
省
で
の
認
可

を
受
け
て
非
常
に
有
効
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
町
が
助
成
で
き
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

討
論
で
は
、
本
来
な
ら
国
が
助

成
制
度
を
立
ち
上
げ
、
国
の
割

合
、
県
の
割
合
、
市
町
村
が
い
く

ら
か
負
担
を
す
る
と
い
う
の
が
常

道
の
や
り
方
だ
と
思
う
が
、
½
の

公
費
助
成
で
あ
れ
ば
、
残
り
½
は

だ
れ
が
負
担
を
す
る
の
か
と
い
う

問
題
が
残
り
ま
す
。
請
願
を
採
択

す
る
と
同
時
に
、
国
・
県
に
対
し

て
も
応
分
の
負
担
を
求
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
今
会
期

中
に
は
、
意
見
書
と
し
て
提
出
を

し
て
い
き
た
い
と
の
賛
成
討
論
が

あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
請
願
第
１
号

は
、
全
員
異
議
な
く
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

請
願
第
２
号
に
つ
い
て
は
、
請

願
第
１
号
は
½
助
成
を
求
め
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
請
願
第
１
号
に

賛
成
を
し
た
委
員
が
更
に
請
願
第

２
号
で
あ
る
全
額
補
助
を
求
め
て

い
る
請
願
の
紹
介
議
員
に
な
る
と

い
う
こ
と
は
理
論
上
、
ま
た
、
委

員
会
運
営
上
に
も
問
題
が
あ
る
と

い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紹
介
議
員
で
あ
る
植
田
議
員
に

つ
き
ま
し
て
は
６
月
10
日
に
請
願

の
紹
介
取
消
申
出
書
が
議
長
に
提

出
さ
れ
、
翌
日
６
月
11
日
に
請
願

の
紹
介
取
消
の
取
消
申
出
書
が
出

さ
れ
６
月
15
日
に
委
員
会
を
再
開

し
ま
し
た
。

　

請
願
第
２
号
の
要
旨
は
、
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接

種
を
行
い
そ
の
費
用
を
全
額
助
成

す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

½
の
助
成
と
全
額
の
助
成
と
い

う
の
は
は
っ
き
り
内
容
が
異
に
し

て
お
り
、
町
の
財
政
状
況
か
ら
考

え
る
と
½
の
公
費
助
成
が
妥
当
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
後
の
½

に
つ
い
て
は
国
・
県
に
対
し
て
助

成
制
度
を
創
設
さ
れ
る
よ
う
意
見

書
も
提
出
し
て
い
き
た
い
。

　

請
願
第
２
号
に
つ
い
て
は
賛

成
し
難
い
と
の
討
論
が
あ
り
ま
し

た
。

　

最
終
的
に
は
請
願
の
賛
同
署
名

は
１
１
０
５
筆
が
集
め
ら
れ
ま
し

た
。
基
本
的
に
は
す
べ
て
の
児
童

生
徒
が
家
庭
の
経
済
状
況
に
関
係

な
く
、
接
種
の
公
平
な
機
会
を
得

る
た
め
に
も
全
額
公
費
負
担
に
よ

る
集
団
接
種
の
機
会
を
設
け
る
こ

と
は
、
接
種
率
の
向
上
に
も
つ
な

が
り
本
来
の
目
的
を
達
成
し
や
す

く
す
る
こ
と
か
ら
、
請
願
第
２
号

に
つ
い
て
は
賛
成
を
し
た
い
と
の

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
賛
否
に
つ
い
て
は
表
明
せ

ず
退
席
し
た
い
と
発
言
さ
れ
委
員

１
名
が
退
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
請
願
第
２
号

は
、
挙
手
少
数
に
よ
り
不
採
択
と

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

以
上
が
当
委
員
会
に
付
託
を
受

け
ま
し
た
請
願
の
審
査
の
結
果
で

あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
厚
生
委
員
長

報
告
と
い
た
し
ま
す
。

（
委
員
長　

岡　

嘉
道
）

「請願第１号は採択すべきもの」
「請願第２号は不採択すべきものと」と決まる
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森田　議員
１．都市計画の見直しについて
２．平群駅周辺整備事業について

繁田　議員
１．安心･安全のまちづくりについて
２．町内の空き家対策について
３．総合案内窓口の設置について

窪　議員
１．子宮頸がん予防ワクチン接種に公費

負担を
２．心の健康相談窓口の設置を

髙幣　議員
１．国内外交流と姉妹都市について
２．町のマスコミ対応はどうなっている

か

圡井　議員
１．国道168号改良工事の取組みについ

て
戎井　議員 １．国道に歩道の設置を

下中　議員 １．農業振興 池田　議員
１．西和広域農道の円滑な交通について
２．藤城池の管理とアオコ対策について

植田　議員

１．ごみ有料化問題について
２．学校給食のアレルギー対策について
３．国道168号平群上庄バイパスの秋津

橋供用に伴う安全性・利便性につい
て

山口　議員

１．農作物を活用した地域経済の活性化
を

２．コミバス…町内網の目路線の計画策
定を

３．子どもにやさしい町に

山田　議員 １．道路整備見通しと企業誘致について

奥田　議員
１．平群バイパスの交通安全対策
２．西小学校北西に位置する民間の少年

野球場建設について岡　議員
１．小学校再編計画の進捗状況について
２．小中一貫教育への取り組みについて

　

将
来
の
平
群
町
の
ま
ち
づ

く
り
は
、
都
市
計
画
に
よ
っ

て
方
向
付
け
が
決
ま
る
重
要

な
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
現
在
県
が
進
め

て
い
る
都
市
計
画
の
見
直

し
、
変
更
の
方
針
、
時
期
、

内
容
を
確
認
。

⑴
見
直
し
・
変
更
時
期

平
成
23
年
３
月
末
ま
で
に
都

市
計
画
決
定
（
告
示
）
の
予

定
。

⑵
見
直
し
・
変
更
内
容

①
市
街
化
調
整
区
域
か
ら
市

街
化
区
域
へ
の
編
入
は
、

バ
イ
パ
ス
東
側
の
三
里
・

平
等
寺
・
下
垣
内
の
６

ha
（
近
隣
商
業
）、
バ
イ

パ
ス
西
側
の
三
里
・
平
等

寺
・
下
垣
内
の
４
ha
（
準

住
居
）、
椿
井
の
7
・
3
ha

（
第
２
種
住
居
）。
上
庄
地

区
の
企
業
誘
致
ゾ
ー
ン

は
市
街
化
調
整
区
域
の
ま

ま
で
、
土
地
利
用
（
地
区

計
画
）
を
図

る
。

②
市
街
化
区
域

か
ら
調
整
区

域
へ
の
逆
編

入
は
、
元
山

上
口
駅
南

1
・
6
ha

③
特
定
保
留
地

の
解
除
は
、

櫟
原
の
51
・

5
ha

④
用
途
地
域
の

変
更
は
、
北

信
貴
ケ
丘
の

0
・
88 

ha
は
第
１
種
低
層

住
居
専
用
か
ら
第
１
種

住
居
、
西
宮
の
4
・
48 

ha

は
第
１
種
住
居
か
ら
準

工
業
、
平
群
駅
西
の
0
・

52 

ha
は
近
隣
商
業
か
ら
第

１
種
住
居
に
、
ま
た
高
度

地
区
の
20
ｍ
か
ら
15
ｍ

に
、
…
変
更
予
定

質
問

答
弁 都

市
計
画
の
見
直
し
・
変
更

時
期
、
内
容
等
に
つ
い
て

森田　勝

国道168号線バイパス沿い東側・西側の見直しエリア
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ン
接
種
可
能
な
医
療
機
関

は
、
町
内
で
３
件
、
近
隣
で

11
件
。
ま
た
、
正
し
い
知
識

の
普
及
の
た
め
、
予
防
教
育

に
も
取
り
組
み
た
い
。
検
診

の
受
診
率
は
、
12
％
で
、
検

診
無
料
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
に

よ
り
、
過
去
最
高
の
受
診
者

数
５
１
５
名
で
あ
っ
た
が
、

さ
ら
に
受
診
の
啓
発
を
し
て

い
き
た
い
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
公
費
助
成
を

国道168号の改良工事の
取り組みについて

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
日
本
で 

は
毎
年
１
５
，０
０
０
人
以 

上
が
発
症
し
、
約
３
，５
０
０ 

人
が
亡
く
な
り
、
発
症
年
齢

も
低
年
齢
化
し
、
若
い
女
性

に
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
原
因
は
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感

染
と
特
定
さ
れ
、
検
診
と
予

防
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
「
ほ
ぼ

１
０
０
％
予
防
で
き
る
唯
一

の
が
ん
」
で
す
。
し
か
し
、

日
本
で
は
検
診
受
診
率
も

低
く
、
ワ
ク
チ
ン
も
任
意
接

種
の
た
め
１
回

１
５
，０
０
０

円
程
度
か
か

り
、
半
年
間
に

３
回
の
接
種
が

必
要
で
高
額
な

負
担
と
な
り
、

助
成
を
お
こ
な

う
自
治
体
が

増
加
し
て
い
ま

す
。

　

本
町
に
お
い

て
も
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
へ
の
公
費
助
成
を
早

急
に
行
い
、
さ
ら
に
受
診
率

向
上
に
取
り
組
む
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

公
費
助
成
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
た
ち
や
若
い
女
性
の

未
来
の
為
に
、
前
向
き
に
検

討
し
て
参
り
た
い
。
ワ
ク
チ

質
問

①
現
時
点
で
の

椿
井
橋
の
改
良

工
事
の
進
捗
状

況
と
、
本
町
と

し
て
は
こ
の
行

き
詰
っ
た
閉
塞

感
を
ど
の
よ
う

に
解
決
さ
れ
よ

う
と
考
え
て
い

る
の
か
お
尋
ね

し
ま
す
。

②
東
山
付
近
の

１
６
８
号
線
と 

バ
イ
パ
ス
の
秋

津
橋
と
の
接
合
部
は
、
今

後
、
ど
の
よ
う
に
進
展
す
る

の
か
。
ま
た
そ
の
先
は
山
に

突
き
当
っ
て
工
事
は
止
ま
っ

て
い
る
が
、
工
事
の
進
展
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
お
尋

ね
し
ま
す
。

①
用
地
交
渉
は
難
航
し
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
り
、
残
念

な
が
ら
現
時
点
で
は
、
地
権

者
の
同
意
を
得
る
に
至
っ
て

い
な
い
。

　

町
と
し
て
も
、
最
大
の
懸

案
事
項
と
し
て
提
示
。

　

本
事
業
に
つ
い
て
、
県
と

十
二
分
に
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
早
期
の
事
業
着
手
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
。

②
秋
津
橋
は
完
成
し
て
い

る
。
近
鉄
東
山
西
側
か
ら
秋

津
橋
区
間
を
今
年
中
に
二
車

線
の
暫
定
供
用
に
向
け
て
、

関
係
機
関
と
の
調
整
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
向
い
側
の

山
林
に
つ
い
て
は
、
用
地
交

渉
が
解
決
し
た
の
で
、
今
年

度
中
に
詳
細
設
計
を
行
い
、

次
年
度
工
事
発
注
を
実
施
す

る
。

窪　和子

圡井　重尋

女性特有のがん検診無料クーポンと検診手帳

答
弁

答
弁

質
問
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要
で
す
。

　

橿
原
市
も
セ
ン
タ
ー
方
式

で
す
が
、
除
去
食
や
代
替
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
群

町
も
対
応
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
早
急
に
進
め
て
い
く
べ
き

で
す
。

　

牛
乳
や
デ
ザ
ー
ト
（
乳
製

品
）
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

下中　一郎

ファーマーズマーケット
再開の目途は

　

平
成
17
年
10
月
に
、
フ
ァ 

ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開

設
さ
れ
、
地
元
農
産
物
の
直

売
を
中
心
に
、
収
穫
体
験
の

拠
点
や
観
光
客
の
憩
い
の
場

と
し
て
親
し
ま
れ
営
業
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

仮
設
施
設
で
の
営
業
や
、

売
上
面
、
経
費
面
か
ら
も
営

業
続
行
が
困
難
な
状
況
に
な

り
、
平
成
21
年
６
月
30
日
を

も
っ
て
営
業
休
止
と
な
り
、

次
な
る
再
開
を
目
指
し
て
検

討
時
間
を
持
た
れ

ま
し
た
。
約
１
年

が
経
ち
、
１
日
も

早
い
再
開
が
待

た
れ
ま
す
。
こ
の

間
、
ど
の
よ
う
な

検
討
を
さ
れ
、
い

つ
頃
を
目
途
に
再

開
さ
れ
る
の
か
。

　

本
格
実
施
に
向

け
て
施
設
整
備
の

手
法
や
、
運
営
主

体
等
く
ま
が
し
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
比

較
し
て
、
機
能
等

違
い
を
明
ら
か
に
し
、
生
産

者
の
協
力
が
得
ら
れ
る
施
設

づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
た
が
、
現
時
点
で
は
、
方

向
性
を
出
せ
る
ま
で
に
至
っ

て
い
な
い
。

　

観
光
と
農
業
を
振
興
し
て

い
く
う
え
で
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
前
向
き
に

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
で
あ
り
、
再
開

に
向
け
、
引
き
続
き
検
討
し

て
い
く
の
で
、
今
し
ば
ら
く

時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

学
校
給
食
の

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

　

現
在
、
町
内
の
小
中
学

校
で
何
ら
か
の
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
が
あ
り
、
届
け
出
を

さ
れ
て
い
る
児
童
・
生
徒
は

11
名
と
聞
い
て
い
ま
す
。
特

に
、
乳
製
品
が
ダ
メ
な
子
は

牛
乳
が
全
く
飲
め
な
い
の
に

給
食
費
は
牛
乳
代
を
含
ん
で

徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
学
期
か
ら
で
も
代
替

品
（
豆
乳
・
お
茶
）
や
返
金

の
対
応
を
す
べ
き
で
す
。
ま

た
、
プ
リ
ン
や
ヨ
ー
グ
ル
ト

は
ゼ
リ
ー
に
代
替
す
る
。
週

２
回
の
パ
ン
食
も
対
応
が
必

だ
け
早
く
代
替
食
と
い
う
か

た
ち
で
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

　

パ
ン
は
、
製
造
業
者
に
脱

脂
粉
乳
を
使
わ
な
い
も
の
を

提
供
し
て
も
ら
う
検
討
を
進

め
て
い
る
。

　

今
後
と
も
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
は
、
先
進
事
例
も
研
究
し

な
が
ら
積
極
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

植田　いずみ
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小学校再編計画の
進捗状況について

道
路
整
備
見
通
し
と

企
業
誘
致
に
つ
い
て

①
平
成
16
年
市
民
参
加
型
で

ス
タ
ー
ト
し
た
椿
井
王
寺

線
の
道
路
拡
幅
計
画
は
広

範
囲
の
地
積
混
乱
地
域

が
判
明
す
る
な
ど
計
画
工

程
が
遅
れ
て
い
る
説
明
も

受
け
て
い
る
が
、
工
事
着

手
、
完
成
は
ど
の
程
度
の

遅
れ
に
な
る
見
通
し
か
？

②
本
年
夏
頃
に
、
秋
津
橋
の

供
用
開
始
が
で
き
る
様
に

進
め
て
い
る
と
耳
に
し
た

が
、
県
と
し
て
そ
の
先
の

一
分
バ
イ
パ
ス
と
の
接
続

完
成
目
標
年
度
は
？

③
企
業
誘
致
に
は
、
第
二

阪
奈
道
路
ま

で
の
バ
イ
パ

ス
全
開
通
が

不
可
欠
。
町

長
も
国
・
県

へ
の
働
き
か

け
が
必
要
で

は
？　

④
秋
津
橋
開
通

後
、
平
群
北

公
園
前
交
差

点
は
南
行
き

車
両
の
増
加

が
予
想
さ
れ

右
折
車
両
と

の
事
故
、
渋

滞
、
歩
行
者
の
危
険
も
予

測
さ
れ
る
。
北
行
き
右
折

レ
ー
ン
の
増
設
他
、
安
全

対
策
が
必
要
で
は
？

　

椿
井
王
寺
線
は
、
今
年
の

10
月
頃
を
目
途
に
地
元
説
明

を
予
定
、
小
平
尾
バ
イ
パ
ス

共
完
了
目
標
を
公
表
す
る
ま

で
至
っ
て
い
な
い
。

 

バ
イ
パ
ス
開
通
は
企
業
誘

致
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
り

要
請
し
て
い
く
。
平
群
北
公

園
前
交
差
点
改
良
は
必
要
で

あ
る
と
判
断
す
る
が
県
は
交

通
量
の
動
向
等
状
況
把
握
し

検
討
す
る
意
向
。

山田　仁樹

質
問

答
弁

岡　嘉道
　

21
年
６
月
の
小
学

校
再
編
成
検
討
委
員

会
の
答
申
を
受
け
、

平
群
町
が
検
討
中

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
概
要
に
つ
い
て

４
点
お
伺
い
致
し
ま

す
。

①
答
申
内
容
と
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

整
合
性
。

②
実
施
計
画
の
概

要
。

③
資
金
計
画
と
調
達

計
画
。

④
跡
地
の
利
用
計
画
。

①
答
申
内
容
は
、
４
校
を
２

校
に
再
編
し
、
内
１
校
は

現
北
小
学
校
を
改
修
し
て

使
用
、
残
り
の
１
校
は
新

設
、
又
は
東
小
敷
地
内
に

校
舎
を
新
設
す
る
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
東
小
の
校

舎
は
平
成
10
年
と
17
年
に

耐
震
補
強
工
事
を
行
な
っ

て
お
り
、
今
後
も
十
分
使

用
に
耐
え
う
る
為
、
資
金

効
率
と
実
現
可
能
性
を
考

え
、
大
規
模
改
修
で
対
応

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

②
実
施
計
画
の
詳
細
は
ま
だ

決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
教
師
や
教
育
現
場

の
意
向
と
調
整
を
図
り
９

月
か
ら
10
月
頃
を
目
途
に

決
定
し
た
い
。

③
只
今
検
討
中
で
あ
り
ま

す
。

④
広
く
町
民
の
意
向
も
聞
い

て
、
地
域
の
活
性
化
に
繋

が
る
よ
う
な
活
用
を
図
り

た
い
、
幼
稚
園
と
保
育
園

の
一
体
施
設
と
し
て
も
検

討
し
て
行
く
。

質
問

答
弁
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繁田　智子

総合案内窓口の
設置について

　

転
入
し
て
き
た
と
き
な

ど
、
住
民
票
を
移
し
、
国
民

健
康
保
険
、
介
護
保
険
な

ど
の
加
入
手
続
き
や
、
リ
サ

イ
ク
ル
ゴ
ミ(

空
き
缶
・
空

き
瓶)

の
コ
ン
テ
ナ
の
交
付

な
ど
の
た
め
に
、
住
民
の
方

が
、
役
場
庁
舎
内
を
移
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

初
め
て
来
訪
さ
れ
る
方
に

と
っ
て
は
、
庁
舎
は
ま
る
で

「
迷
路
」
で
、
行
き
先
に
迷
っ

て
お
ら
れ
る
光
景
を
よ
く
見

か
け
る
。
一
箇
所
で
す
べ
て

の
用
件
が
済
む
よ
う
に
、
総

合
案
内
窓
口
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

　

現
在
、
役
場
の

業
務
も
複
雑
化
し

て
お
り
、
住
民
の

方
が
困
惑
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
多
々
あ

ろ
う
か
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
た
め
今

年
４
月
か
ら
は
、

各
課
に
直
通
の
電

話
を
設
置
し
た
。

　

総
合
案
内
窓
口 

に
つ
い
て
は
、
人
的
な
配

置
・
窓
口
の
状
況
・
町
の
財

政
状
況
な
ど
か
ら
、
設
置
に

つ
い
て
は
難
し
い
。

　

し
か
し
、
職
員
ひ
と
り
一

人
が
接
遇
サ
ー
ビ
ス
を
心
が

け
、
や
さ
し
く
丁
寧
に
声
を

か
け
る
よ
う
研
修
強
化
し
て

ま
い
り
た
い
。

　

ま
た
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
よ
る
連

携
化
や
、
住
所
や
氏
名
、
生

年
月
日
と
い
っ
た
共
通
の
項

目
の
窓
口
連
携
化
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

国
内
外
交
流
と

姉
妹
都
市
に
つ
い
て

　

町
の
活
性
化
の
大
き
な
原

動
力
を
求
め
る
に
あ
た
り
、

次
期
総
合
計
画
に
、「
国
際

交
流
と
姉
妹
友
好
都
市
づ
く

り
」
の
策
定
が
必
要
。
計
画

の
中
に
次
の
施
策
を
入
れ
て

欲
し
い
。

①
国
内
外
の
姉
妹
友
好
都
市

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
。

②
中
学
生
の
海
外
派
遣
事

業
。

③
在
町
外
国
人
住
民
懇
談
会

の
開
催
。

④
ホ
ー
ム
・
ス
テ
ィ
支
援
金

の
補
助
。

　

国
内
外
交
流
す
る
こ
と
で

私
達
と
の
違
い
が
発
見
出
来

る
。

　

最
近
、
公
民
館
で
は
仏
・

韓
国
語
講
座
を
開
き
国
際
化

を
求
め
る
動
き
も
あ
り
評
価

す
る
。

①
次
期
第
５
次
総
合
計
画
の

策
定
に
お
い
て
、
費
用
対

効
果
の
分
析
や
住
民
の

ニ
ー
ズ
を
聞

き
、
国
内
外

交
流
の
基
本

方
針
や
具
体

策
に
つ
い
て

検
討
し
、
盛

り
込
み
た

い
。

②
海
外
で
の
異

文
化
体
験
は

「
自
ら
考
え

判
断
し
行
動

す
る
」
こ
と

は
「
生
き
る
力
」
教
育
に

な
り
海
外
派
遣
事
業
の
調

査
研
究
を
し
た
い
。

③
身
近
な
外
国
の
方
々
と
の

交
流
懇
談
会
で
あ
り
調
査

研
究
を
し
た
い
。

④
ホ
ー
ム
・
ス
テ
ィ
の
受
け

入
れ
は
一
定
の
交
流
促

進
で
あ
り
費
用
補
助
支
援

制
度
の
調
査
研
究
を
し
た

い
。

質
問

髙幣　幸生

答
弁
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池田　研二

国
道
１
６
８
号
線
に

歩
道
敷
設
を

　

国
道
１
６
８
号
線
、
森
脇

橋
東
詰
め
か
ら
、
旧
南
都
銀

行
跡
地
前
横
断
歩
道
迄
の
間

に
、
歩
道
敷
設
の
要
望
が
強

い
。
既
に
初
香
台
、
光
ヶ
丘

及
び
吉
新
の
３
自
治
会
か

ら
要
望
書
が
出
て
い
る
と
聞

く
。

　

こ
の
地
区
か
ら
平
群
駅
に

向
か
う
歩
行
者
の
安
全
確
保

に
不
可
欠
と
の
思
い
か
ら
質

問
し
た
い
。

①
こ
の
要
望
書
は
い
つ
頃
出

さ
れ
た
も
の
か
。

②
当
該
道
路
に
歩
道
敷
設
の

計
画
は
あ
る
か
。

③
あ
る
と
す
れ
ば

い
つ
頃
敷
設
さ

れ
る
見
込
み

か
。

④
要
望
が
な
く
て

も
町
の
判
断
で

敷
設
す
る
こ
と

が
あ
る
か
。

①
３
自
治
会
か
ら

の
要
望
書
は
平

成
18
年
８
月
に

郡
山
土
木
事
務

所
宛
に
提
出
さ

れ
て
い
る
。

②
計
画
は
決
定
さ
れ
て
お

り
、
決
定
の
時
期
は
同
年

９
月
と
聞
い
て
い
る
。

③
現
在
隣
接
地
権
者
と
の
筆

界
の
立
会
い
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
付
近
の
地

図
が
混
乱
し
て
お
り
、
訂

正
が
必
要
と
の
こ
と
。

　

22
年
度
中
の
地
図
訂
正
、

そ
の
後
用
地
買
収
、
24
年

度
以
降
に
工
事
着
手
出
来

る
よ
う
推
進
し
て
い
き
た

い
と
聞
い
て
い
る
。

④
必
要
と
判
断
す
れ
ば
国

道
、
県
道
に
つ
い
て
は
県

に
、
町
道
の
場
合
は
町
が

実
施
し
て
い
る
。

戎井　政弘

質
問

答
弁

西和広域農道の
円滑な交通について

　

広
域
農
道

は
交
通
量
が

増
え
、
藤
城

池
か
ら
緑
ヶ
丘

入
口
ま
で
の
狭

隘
部
分
で
ダ
ン

プ
カ
ー
通
過
時

に
、
交
通
渋
滞

が
発
生
し
、
交

通
事
故
も
懸
念

さ
れ
ま
す
。

①
狭
隘
部
分
の

拡
幅
に
向
け

た
地
権
者
と
の
交
渉
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
？

②
生
駒
市
側
へ
の
延
伸
の
話

し
合
い
は
？

③
現
状
の
交
通
量
調
査
を
す

べ
き
で
は
？

　

檪
原
農
地
改
良
事
業
計

画
で
は
搬
入
・
搬
出
ダ

ン
プ
カ
ー
は
ピ
ー
ク
時
に

２
０
０
台
と
な
っ
て
い

る
。
交
通
量
調
査
を
踏

ま
え
て
渋
滞
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
作
成
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

①
地
権
者
と
の
条
件
面
の
格

差
が
大
き
く
、
難
航
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

②
生
駒
市
の
山
麓
線
事
業
は

廃
案
に
な
っ
て
お
り
、
延

伸
の
事
業
化
は
困
難
と
い

う
回
答
を
得
て
い
る
。
開

発
予
定
地
は
今
回
の
見
直

し
で
市
街
化
調
整
区
域
に

な
る
様
で
、
延
伸
は
困
難

に
近
い
状
況
に
あ
る
。

　

代
替
ル
ー
ト
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

③
現
状
の
交
通
量
調
査
は
前

向
き
に
検
討
す
る
。

　

渋
滞
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
、
今
後
の
検
討
課
題
と

し
た
い
。

質
問

答
弁
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農作物を活用した
地域経済の活性化を

山口　昌亮
　

少
子
高
齢
化
で
人
口
が
減

少
。

　

こ
う
い
う
状
況
の
中
、
ど

の
よ
う
な
町
を
つ
く
る
か
が

自
治
体
に
問
わ
れ
て
い
る
。

町
づ
く
り
で
成
功
す
る
カ
ギ

は
、
そ
の
地
域
に
あ
る
も
の

を
活
用
す
る
こ
と
。

　

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や

加
工
品
の
開
発
、
販
売
を
す

る
組
織
を
関
係
団
体
な
ど
で

立
ち
上
げ
、
農
産
物
加
工
品

を
製
造
す
る
施
設
も
造
り
、

住
民
の
雇
用
に
も
役
立
て

る
、
こ
の
よ
う
な
町
お
こ
し

が
必
要
。

 

ま
ず
、
町
当
局
と
農
業
委 

員
会
な
ど
関 

係
団
体
で「
町 

お
こ
し
会

社
」
と
い
っ

た
よ
う
な
準

備
組
織
を
作

り
、
熱
意
を

持
っ
た
人
材

の
確
保
と
組

織
づ
く
り
を

研
究
す
る
こ

と
か
ら
は
じ

め
て
は
ど
う

か
。

　

遊
休
農
地
対
策
と
し
て

サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
、
芋
焼
酎

「
里
の
恵
」
な
ど
様
々
な
新

商
品
開
発
も
行
っ
て
い
る
。

加
工
施
設
の
提
案
は
貴
重
な

提
案
。
一
方
、
実
施
計
画
を

立
案
す
る
に
は
、
施
設
面
や

運
営
面
、
費
用
面
な
ど
の
諸

条
件
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が

必
要
。

　

県
や
農
協
な
ど
の
関
係
団

体
と
も
連
携
を
は
か
り
な
が

ら
、
今
後
、
調
査
・
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

質
問

答
弁

平
群
バ
イ
パ
ス
交
通
安
全
対
策
と

Ｎ
銀
行
前
信
号
機

　

病
院
や
飲
食
店
等
が
で
き

人
の
往
来
も
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

坂
道
を
除
い
て
平
坦
地
は

歩
車
道
境
界
石
だ
け
で
あ
っ

て
、
車
が
何
時
飛
び
込
ん
で

く
る
か
わ
か
ら
な
い
。

　

歩
道
付
近
に
は
、
患
者

さ
ん
の
待
合
室
、
食
堂
に
は

団
欒
の
場
が
あ
り
、
人
々
が

沢
山
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
多
く
、
万
が
一
の
場
合

大
惨
事
に
な
る
か
も
わ
か
ら

な
い
。
ブ
ロ
ッ
ク
だ
け
で
は

不
充
分
で
あ
る
。
そ
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
と
し
て
防
護
柵
が

絶
対
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の

上
横
断
歩
道
を
渡
ら
ず
に
ブ

ロ
ッ
ク
を
ま
た
い
で
道
路
を

横
断
し
て
い
る
。

　

交
通
安
全
と
事
故
防
止
の

た
め
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置

を
要
望
す
る
。

　

東
山
駅
付
近
か
ら
先
の
道

路
開
通
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
、
又
、
Ｎ
銀

行
前
の
信
号
を

早
く
つ
け
て
ほ
し

い
。

　

三
里
南
交
差
点

付
近
の
道
路
は
、

直
線
で
見
通
し
の

良
い
と
こ
ろ
で
あ

り
、
車
道
部
分
と

歩
道
部
分
は
、
歩

車
道
境
界
ブ
ロ
ッ

ク
に
よ
り
区
分
さ

れ
て
お
り
、
一
定

の
安
全
対
策
が
な
さ
れ
て
い

る
。

　

東
山
付
近
の
供
用
開
始
は

今
年
中
の
暫
定
供
用
に
む
け

協
議
中
。
銀
行
前
の
信
号
機

は
警
察
と
の
協
議
の
結
果
現

状
で
は
難
し
い
。
今
後
設
置

基
準
に
見
合
う
状
況
に
な
れ

ば
要
望
し
ま
す
。

質
問

奥田　幸男

答
弁
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委員会調査報告

　

５
月
25
日
開
催
し
た
案
件
は
３

件
で
す
。

①
平
群
町
と
生
駒
市
の
公
の
施
設

の
相
互
利
用

　

教
育
委
員
会
よ
り
、
生
駒
市
の

井
出
山
に
新
設
さ
れ
た
屋
内
温
水

プ
ー
ル
「
き
ら
め
き
」
と
平
群
町

ウ
オ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
の
相
互
利
用

を
、
７
月
よ
り
行
な
い
た
い
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

②
し
尿
処
理
問
題
の
一
連
の
経
過

報
告

住
民
生
活
課
よ
り
、
し
尿
・
汚
泥

の
回
収
業
務
が
４
月
９
日
よ
り
14

日
ま
で
、
滞
っ
た
経
緯
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

③
水
道
使
用
料
滞
納
者
の
収
納
状

況
上
下
水
道
課
よ
り
、
資
料
に
基
づ

き
、
21
年
度
の
水
道
料
金
の
未
収

状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

（
委
員
長　

岡　

嘉
道
）

　

５
月
31
日
に
開
催
し
、
案
件
は

町
道
路
線
の
廃
止
・
変
更
・
認
定

の
３
件
で
す
。

　

廃
止
・
変
更
に
つ
い
て
は
、
県

営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
処
分
の

完
了
に
伴
う
当
該
町
道
の
見
直
し

を
す
る
も
の
で
、
認
定
に
つ
い
て

は
、
県
有
地
の
譲
与
に
よ
る
路
線

や
開
発
行
為
に
よ
る
道
路
帰
属
に

伴
う
路
線
な
ど
を
新
た
に
認
定
す

る
も
の
で
す
。

　

以
上
、
３
件
の
審
議
を
し
、
現

地
で
の
確
認
調
査
も
実
施
し
ま
し

た
。

（
委
員
長　

下
中　

一
郎
）

　

5
月
17
日
、
7
月
2
日
と
12
日

に
委
員
会
を
開
催
し
議
員
定
数
の

削
減
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
協
議
で
し
た
。

　

議
員
定
数
削
減
に
つ
い
て
他
町

の
動
向
は
王
寺
町
で
議
員
14
名
か

ら
2
名
削
減
の
報
道
を
紹
介
し
ま

し
た
。
ま
た
、
町
民
の
方
か
ら
の

ご
意
見
も
報
告
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
議
員
定
数
削

減
に
つ
い
て
は
町
の
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
聴
取
を
大
事
に
し
て
行
く

事
を
再
確
認
し
、
そ
の
結
果
、
7

月
15
日
か
ら
平
群
４
駅
頭
と
ス
ー

パ
ー
店
頭
で
議
会
議
員
定
数
に
関

す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実

施
を
決
め
、
ま
た
、
役
場
・
公
民

館
等
の
公
共
施
設
に
も
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
収
集
箱
を
設
置
し
7
月
末

ま
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
ご
意
見
を
参
考

に
し
て
、
9
月
定
例
会
に
議
員
定

数
削
減
に
関
す
る
発
議
を
考
え
て

お
り
、
な
お
、
引
き
続
き
調
査
検

討
を
行
い
ま
す
。

　

議
会
基
本
条
例
で
議
会
懇
談
会

の
開
催
に
つ
い
て
条
例
化
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
会
の
動
き
等
に
つ
い
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
お
申
出
が
あ
れ
ば

議
員
と
懇
談
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

内
容
に
よ
り
所
管
委
員
会
で
開
催

に
つ
い
て
協
議
を
致
し
ま
す
。
詳

し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

（
委
員
長　

髙
幣　

幸
生
）

厚
生
委
員
会

経
済
建
設

委
員
会

議
員
定
数
削
減　

検
討
特
別
委
員
会

ご
存
じ
で
す
か

議
会
懇
談
会
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町の話題 宮
城
県
か
ら
議
会
基
本
条
例
の

視
察
研
修
で
本
町
議
会
へ
来
庁

平
群

 議
会
だ
よ
り

発
行

／
平

群
町

議
会

  編
集

／
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
〒

636-8585　
奈

良
県

生
駒

郡
平

群
町

吉
新

１
–

１
–

１
T

EL&
FA

X
 0745-45-0012　

E-m
ail gikai@

tow
n.heguri.nara.jp

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

6月
定
例
会
N
o. 2
2
7

平
成
2
2
年
８
月
１
日

　

５
～
６
年
前
頃
だ
ろ
う
か
、＂
脳

ト
レ
＂
と
い
う
言
葉
が
は
や
り
本

や
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
が
大
流
行
し

た
。

　

そ
の
時
は
さ
ほ
ど
感
心
は
無

か
っ
た
の
だ
が
、
近
頃
ボ
チ
ボ
チ

脳
ト
レ
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思

い
始
め
て
い
る
。
以
前
か
ら
興
味

の
あ
っ
た
「
川
柳
」
を
数
人
の
仲

間
と
や
り
始
め
た
。

　

先
生
も
無
く
そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち

寄
っ
た
句
を
披
露
し
批
評
を
し

合
っ
て
い
る
。

　

川
柳
は
俳
句
な
ど
に
比
べ
る

と
季
語
な
ど
の
決
ま
り
も
無
く
、

日
々
の
生
活
の
な
か
の
一
コ
マ
が

一
句
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生

が
に
じ
み
出
る
。

　

五
七
五
の
中
で
完
結
で
き
る
楽

し
さ
？
難
し
さ
を
楽
し
ん
で
い
る

と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
常
に

産
み
の
苦
し
み
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
。

（
植
田　

記
）

ひ
ね
り
出
す

　

　
　
　一
句
詠
む
の
に

　
　
　
　
　
　四
苦
八
苦

　
　
　一
句
詠
む
の
に

　
　
　
　
　
　四
苦
八
苦

編 

集 

後 

記

　平群8020『は』『は』『歯』の会の皆さんは、平成
14年度より「楽しみながら歯について学べるものがあ
れば…」という住民の方の言葉をきっかけに活動を開
始。小学校や幼稚園、地域サロンで劇や紙芝居を通じ
て歯の大切さと、口は健康の源であること、そして80
歳まで20本の歯を残しましょうと訴えながら8020運
動を展開されて８年がたちました。
　平成19年度には「奈良県歯科保健文化賞」、平成21
年度は「8020の里賞」を受賞されています。

「大切な歯を守るため…」

　

平
群
町
議
会
で
は
、
３
月
定
例

会
で
議
会
基
本
条
例
が
成
立
い
た

し
ま
し
た
。

　

全
国
の
地
方
議
会
で
注
目
さ
れ

て
い
る
条
例
で
す
。

奈
良
県
下
の
27
町
村
で
は
、

平
群
町
議
会
が
最
初
に
条
例

化
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
、

7
月
14
日
に
宮
城
県
亘
理
地

方
町
議
長
会
の
亘
理
町
議
会

と
山
元
町
議
会
の
正
副
議
長

が
、
本
町
を
議
会
基
本
条
例

の
先
進
地
議
会
と
し
て
視
察

に
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　

亘
理
町
と
山
元
町
は
仙
台

市
の
南
部
に
位
置
し
、
イ

チ
ゴ
や
ブ
ド
ウ
の
主
産
地
で

ジ
ャ
ム
や
ワ
イ
ン
の
町
。

　

今
、
日
本
各
地
の
地
方
議

会
の
改
革
に
向
け
る
動
き
か

ら
、
ご
来
庁
２
町
に
議
会
基

本
条
例
の
制
定
に
向
け
た
委

員
会
活
動
に
つ
い
て
説
明
を

致
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
の
中
で
話
題
は
議

会
報
告
会
や
懇
談
会
の
開
催

問
題
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
、
亘
理
町
で
は
議
会
活

性
化
調
査
特
別
委
員
会
を
開

き
議
会
改
革
へ
、
特
に
山
元

町
で
は
議
会
基
本
条
例
の
９

月
制
定
に
向
け
、
７
月
が
正

念
場
の
様
に
話
さ
れ
た
。

　

本
町
の
条
例
が
お
役
に
立

て
ば
と
思
い
な
が
ら
研
修
会

を
終
え
ま
し
た
。

︵
委
員
長　

髙
幣　

幸
生
︶


